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IoT 基礎教材成果報告 

教材の概要 

 社会課題や実システムとの関係を意識した演習 

 演習の課題設定においては、社会課題のうち、今回はエッジデバイスの活⽤事情を知るこ

とから導⼊して、演習で実施可能な課題へと誘導している。これは、受講⽣において、演習

対象の機材の使い⽅に終始せず、実務において有⽤な問題に取り組んでいるという意識を

持たせることを意図しているからである。 

 

 実システムの実験モデルとしての演習 

 また、想定する学内での演習では、実務レベルの現実感や規模の演習は困難なため、簡略

化したシステムを開発することになるが、このことについても、実務においても課題の解決

に重要な関⼼事を取り出してモデル化し、実験結果を実システムの開発に活かすという流

儀があることを意識できるよう構成している。 
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 IoT 基礎教材と IoT 教材全体の関係 

最終的な IoT コースウェアの教材において、本報告の IoT 基礎教材は、IoT の基礎的な

知識習得部分とエッジ側の基礎知識、基礎演習部分を担う。 

最終的な IoT 教材の構成と、その中における本報告における IOT 基礎教材の成果との関

係を以下に⽰す。 

 

 基礎編︓IoT の基礎知識、演習課題の説明（本報告の IoT 基礎教材成果に相当） 

 IoT のしくみと利⽤技術について理解する 

 演習課題の背景を把握し、演習の内容と意図を理解する。 

 

 エッジ編︓エッジデバイスの開発（本報告の IoT 基礎教材成果に相当） 

 演習課題のエッジデバイスを開発する 

 開発したエッジデバイスを擬似的な IoT システムに組込んで動かす 

 

 クラウド編︓クラウドサービスの開発（次年度以降の各教材成果に相当） 

 演習課題のクラウドサービスを開発する 

 開発したクラウドサービスを擬似的な IoT システムに組込んで動かす 

 

 統合編︓統合システムの開発（次年度以降の各教材成果に相当） 

 これまでに開発したエッジデバイスとクラウドサービスを統合する 

 統合したシステムを動かす 

 

エッジ編、クラウド編、統合編の関係を図 1 に⽰す。 
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図 1 エッジ編・クラウド編・統合編の関係 
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教材の⽬的 

本報告における IoT 基礎教材は、IoT システム開発者が⾝につけるべき基礎知識とエッ

ジ側のシステム、ソフトウェア開発の基礎的な技術の習得を⽬的としている。 

 

 役割︓IoT システム開発の基本を⾝につける 

本報告における IoT 基礎教材には 2 つの役割がある。ひとつは、IoT システム開発者が

⾝につけるべき基礎知識の獲得である。いまひとつは、IoT のエッジ側のシステム開発に必

要となるハードウェア、ソフトウェアについて、演習を通じて実践的に学ぶことである。 

これらの役割を果たすため、IoT 基礎教材では、IoT が求められる社会背景から利⽤技術

に⾄る基礎知識のための教材と、エッジデバイスを開発する際に必要となる知識とハード

ウェア、ソフトウェアの両⾯からなる演習をもって構成している。 

 

 他の教材との連動 

IoT システムやシステムが利⽤される社会課題や環境は規模が⼤きく、限られた時間や資

源において相応の講義や演習を実施しても、現実を実感するのは難しい。 

そこで、IoT 基礎教材はそれ⾃体で演習可能な構成としつつも、⼤きな課題の部分として

も機能するシステムを開発することを⽬指す。具体的には、本教材で作成するエッジ編のシ

ステムは、統合編においてクラウド編のシステムと接続できるよう、課題や接続⽅法などを

合わせるよう演習する。 
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教材の内容 

教材の対象 

 想定する受講⽣の前提とする基礎能⼒ 

 プログラミング能⼒ 

基本⽂法を習得し基本的なアルゴリズムを理解しており、簡易なコードを書くことがで

きる。 

必須受講科⽬ 

 プログラミング演習 

 プログラミング⾔語の基本⽂法及びデータ型・データ構造の理解 

 アルゴリズム理論 

 データ構造、探索、ソート等、基本アルゴリズムの理解 

 

 情報の知識 

情報理論、ハードウェア、ソフトウェア、ネットワーク、セキュリティ、システム開発⼿

法等の知識を習得している。 

必須受講科⽬ 

 情報テクノロジ 

 基本情報技術者試験のシラバスに対応した情報処理分野の知識の理解 

 

※不⾜するものについては、本講座の準備編で補う。 
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教材の構成 

 IoT 教材（エッジ側）  

 01_IoT 教材（エッジ側）_基礎教材_IoT 初歩 

 令和 6 年度計画書の基礎教材① IoT 初歩に相当。 

 実際の IoT システムに関する紹介。 

 IoT の概要、Society5.0 と適応後の社会についての基礎知識。  

 

 02_IoT 教材（エッジ側）_基礎教材_IoT 演習の準備 

 令和 6 年度計画書の基礎教材② センサーとアクチュエーターの⼀部が相当。 

 IoT の構成要素（演習環境で使うエッジコンピューター、センサー、アクチュエ

ーター、ネットワーク等）の設定と動作の確認。 

 演習課題の対象システムやその背景の理解、実システムと演習システムの構成要

素の対応関係の把握。 

 

 03_IoT 教材（エッジ側）_基礎教材_センサーとアクチュエータ 

 令和 6 年度計画書の基礎教材② センサーとアクチュエーターに相当。 

 センサーの種類と⽤途: 温度センサー、湿度センサー、光センサー、モーション

センサーなどの動作原理や応⽤例の理解。  

 アクチュエーターの種類と⽤途: モーター、リレー、LED などの制御⽅法の理解。  

 

 04_IoT 教材（エッジ側）_基礎教材_ネットワーク技術 

 令和 6 年度計画書の基礎教材③ ネットワーク技術に相当 

 通信プロトコル: Wi-Fi、Bluetooth、Zigbee、LoRa などの主要な通信プロトコ

ルの基礎知識。  

 クラウド、Web3.0 などのクラウド側環境とそのサービスについての基礎知識。 
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教材の成果 

成果物⼀覧 

 01_IoT 教材（エッジ側）_基礎教材_IoT 初歩.pdf: 97 ページ 

 02_IoT 教材（エッジ側）_基礎教材_準備編.pdf: 60 ページ 

 03_IoT 教材（エッジ側）_基礎教材_センサーとアクチュエータ.pdf: 43 ペー

ジ 

 04_IoT 教材（エッジ側）_基礎教材_ネットワーク技術.pdf: 67 ページ 

 05_IoT 教材（エッジ側）_基礎教材_付録 A_追加情報.pdf: 51 ページ 

 06_IoT 教材（エッジ側）_基礎教材_付録 B_演習プログラムリスト.pdf: 25 ペ

ージ 
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成果物抜粋 

 テキストのスライドの抜粋 

01_IoT 教材（エッジ側）_基礎教材_IoT 初歩より 
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03_IoT 教材（エッジ側）_基礎教材_センサーとアクチュエータより 
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 実証講座の様⼦ 

 教室の様⼦ 

 

 演習中の受講⽣の⼿元の様⼦ 
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実証講座で使⽤したテキスト 

 基礎（準備）編 

 検証⽤機材の組⽴ 

今回講座で使⽤するエッジデバイスの組⽴を⾏う 

 各機器の接続 

 ブレッドボードを使⽤した回路組⽴ 
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 Raspberry Pi 4 の起動 

エッジデバイスのメイン機器である Raspberry Pi 4 の起動プロセスを実⾏する 

 起動前設定及び起動 

 ログイン 

 ネットワーク接続 

 Raspberry Pi の基本操作 

 Raspberry Pi に直接キーボード、ディスプレイを接続し操作する 

 VNC または SSH を利⽤し、Windows PC からリモートデスクトップ環境で

操作する 
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 サンプルプログラムの動作確認 

 組⽴て終わったデバイスの接続及び動作確認のため、サンプルプログラムを実⾏する 

 TM1638 ⽤サンプルプログラムを実⾏する 

 デバッグ（デバイス接続確認等） 
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 その他 
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 エッジ編 

 エッジデバイスの概要 

 エッジデバイスについての基礎知識を学習する 

 エッジデバイスの環境や特性 

 エッジデバイスの課題 

 エンドポイントの課題 
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 スマート⽔道メータの検討 

 演習課題として取り組むスマート⽔道メータについて検討してみる 

 ⽔量の測定⽅法 

 超⾳波センサーを利⽤する 

 ⽻根⾞を利⽤する 

 Raspberry Pi の活⽤を検討 
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 超⾳波センサーを準備する 

 超⾳波センサーの仕組みを知り、回路構成及び制御プログラムの開発⽅法について学ぶ 

 超⾳波センサーの仕組み 

 超⾳波センサー回路の構成 

 サンプルプログラムの動作確認 
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 ⽔道メータを開発する 

 超⾳波センサーを利⽤した⽔道メータを開発する 

 超⾳波センサーを⽔道メータと 

して利⽤する⽅法を考察する 

 ⽔道メータ⽤回路の構成 

 サンプルプログラムの動作確認 
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今後の課題 

教材開発分科会 IoT ワーキンググループおいて、本年度の実証講座の実施を踏まえ、講

座内容、テキスト、演習機材等について議論し、得られた課題については、実証講座報告書

に記載した。 

来年度の教材開発（IoT 応⽤）において類似の課題に備えることとし、必要に応じて基礎

編教材の改修も検討する。 

 


